
学修の評価、修了認定基準（博士後期課程） 

 

【成績評価基準】 

授業科目の成績は、大学院履修規程第６条に基づき、筆記試験、レポートその他の方法（以

下｢試験｣という。）により評価します。 
  授業科目の成績の評価は、次のとおりＡ、Ｂ、Ｃ、 Ｄ及びＦの評語で表し、Ａ、Ｂ、Ｃ及び

Ｄを合格として所定の単位を与えます。 
 

 評語 点  数 

Ａ ９０点以上～１００点 

Ｂ ８０点以上～９０点未満 

Ｃ ７０点以上～８０点未満 

Ｄ ６０点以上～７０点未満 

Ｆ ６０点未満 

 
 
 
【修了認定基準】 

修了要件は、本研究科博士後期課程に３年以上在籍し、所定の単位（16 単位）を修得するとと

もに必要な研究指導を受け、研究計画審査及び倫理審査を経て研究に取り組み、その成果として

学位論文を作成し、論文審査及び最終試験に合格する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 専門科目：専門とする科目の特論２単位を選択する 

必修 選択 講義 演習 実習

看護学研究法Ⅰ 1前 2 2 30

看護学研究法Ⅱ 1前 2 2 30

保健医療福祉政策論 1前・2前 2 2 30

看護学教育論 1後・2後 2 2 30

看護システム・ケア開発学 看護システム・ケア開発学特論 1通 2 2 30

臨床実践看護開発学 臨床実践看護開発学特論 1通 2 2 30

次世代育成看護開発学 次世代育成看護開発学特論 1通 2 2 30

地域包括ケア看護開発学 地域包括ケア看護開発学特論 1通 2 2 30

看護学特別研究 1～3通 6 6

共通科目

専
門
科
目

特別研究

 

配当年次
単位数 単位の構成

時間数授  業  科  目  の  名  称  等

令和６年度博士後期課程入学生から適用


